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東
京
都
出
身
、
１
９
７
８
年
64
期
生
と
し
て
宝
塚
歌
劇
団
に
入
団
。
85
年

花
組
娘
役
ト
ッ
プ
ス
タ
ー
に
就
任
。
87
年
に
退
団
。
退
団
後
は
東
宝
芸
能
に

所
属
し
、
女
優
と
し
て
映
画
、
テ
レ
ビ
、
舞
台
で
活
躍
し
た
。
現
在
は
豊
島

区
国
際
ア
ー
ト
・
カ
ル
チ
ャ
ー
特
命
大
使
。

豊島区国際アート・カルチャー特命大使

秋
あき
篠
しの
　美

み
帆
ほ

【51】

　
　

図
書
館
、
そ
こ
は
わ
く
わ
く
し
て
心
が
落
ち
着
く
空
間
な

の
に
、
考
え
れ
ば
私
は
も
う
何
十
年
も
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
昭
和
30
年
代
か
ら
40
年
代
初
め
頃
、
一
般
家
庭

に
エ
ア
コ
ン
（
当
時
は
ク
ー
ラ
ー
）
は
普
及
し
て
お
ら
ず
、
夏

休
み
に
は
母
か
ら「
涼
し
い
図
書
館（
ク
ー
ラ
ー
完
備
）に
行
っ

て
宿
題
を
し
た
ら
」
と
言
わ
れ
た
も
の
で
す
。
図
書
館
で
は
少

し
難
し
い
本
を
手
に
取
り
、
背
伸
び
し
て
大
人
に
な
っ
た
気
分

を
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
今
で
も
博
物
館
、
美
術
館
、
水
族
館

等
『
館
』
が
つ
く
場
所
が
好
き
な
の
は
、
子
ど
も
の
頃
、
図
書

館
が
身
近
に
あ
っ
た
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
回
巻
頭
言
の

ご
依
頼
を
い
た
だ
き
中
央
図
書
館
を
お
訪
ね
し
ま
し
た
が
、
久

し
ぶ
り
の
図
書
館
は
や
は
り
魅
力
的
な
場
所
で
、
こ
の
機
会
に

ま
た
図
書
館
を
利
用
し
た
く
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
約
二
十
年
前
に
豊
島
区
民
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
間

に
副
都
心
線
や
中
央
環
状
線
が
開
通
し
ま
し
た
。
今
年
か
ら
来

年
に
か
け
て
は
、
池
袋
に
大
小
８
つ
の
劇
場
を
持
つ
『
ハ
レ
ザ

池
袋
』
が
オ
ー
プ
ン
し
、
４
つ
の
野
外
劇
場
を
備
え
た
公
園
が

次
々
に
整
備
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
劇
場
の
中
で
最
大
の
東
京
建

物B
rillia H

A
LL

（
豊
島
区
立
芸
術
文
化
劇
場
）
で
は
宝
塚

歌
劇
や
歌
舞
伎
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
な
ど
が
定
期
的
に
観
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
豊
島
区
が
掲
げ
る
「『
ま
ち
全
体

が
舞
台
』
の
誰
も
が
主
役
に
な
れ
る
劇
場
都
市
」
へ
の
第
一
歩

で
す
。

　

ま
た
豊
島
区
は
マ
ン
ガ
・
ア
ニ
メ
に
力
を
入
れ
て
い
る
区
で

も
あ
り
、
そ
れ
は
か
つ
て
南
長
崎
に
手
塚
治
虫
、
藤
子
不
二
雄
、

石
ノ
森
章
太
郎
、
赤
塚
不
二
夫
な
ど
著
名
な
マ
ン
ガ
家
が
居
住

さ
れ
た
マ
ン
ガ
の
聖
地
『
ト
キ
ワ
荘
』
が
あ
っ
た
か
ら
で
す

（
復
元
施
設
を
建
設
予
定
）。
現
在
人
口
29
万
人
の
豊
島
区
民
の

約
一
割
は
外
国
籍
の
方
々
で
す
。
世
界
が
ど
ん
ど
ん
身
近
に

な
る
現
在
、
豊
島
区
は
国
際
ア
ー
ト
・
カ
ル
チ
ャ
ー
都
市
を

目
標
に
、
日
本
が
世
界
に
誇
る
文
化
で
あ
る
宝
塚
や
歌
舞
伎
、

マ
ン
ガ
や
ア
ニ
メ
な
ど
で
益
々
国
際
文
化
交
流
が
盛
ん
に
な
る

と
思
い
ま
す
が
、
私
も
国
際
ア
ー
ト
・
カ
ル
チ
ャ
ー
特
命
大
使

の
一
員
と
し
て
、
何
か
の
お
役
に
立
て
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

 

豊
島
区
に
暮
ら
し
て 

雑誌スポンサー制度を始めました

　

本
の
話
を
間
に
は
さ
む
と
、
意
外
な
く
ら
い
円
滑
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
進
む
と
い
う
の
は
、
日
頃
経
験
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

間
接
話
法
に
な
る
の
で
、
さ
ほ
ど
親
し
く
な
い
人
と
で
も
、
結
果
と

し
て
、
か
な
り
内
面
的
な
、
踏
み
込
ん
だ
話
を
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が

多
い
の
で
す
。

　

前
回
紹
介
し
た
映
画
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
公
共
図
書
館　

エ
ク
ス
・

リ
ブ
リ
ス
」
は
夏
休
み
中
も
満
席
が
続
い
た
よ
う
で
す
が
、
あ
の
中

に
登
場
す
る
ガ
ル
シ
ア
＝
マ
ル
ケ
ス
『
コ
レ
ラ
の
時
代
の
愛
』
の
読

書
会
を
見
て
「
感
銘
を
受
け
た
」
と
い
う
人
が
か
な
り
い
ま
し
た
。

同
じ
作
品
を
読
ん
で
い
る
の
に
、
人
そ
れ
ぞ
れ
に
違
う
読
み
方
を
す

る
こ
と
に
驚
い
た
人
。
参
加
者
が
自
分
の
「
読
み
」
を
的
確
に
、
巧

み
に
表
現
す
る
こ
と
に
感
心
し
た
人
。
ポ
イ
ン
ト
は
さ
ま
ざ
ま
で
す

が
、
私
が
も
っ
と
も
強
い
印
象
を
受
け
た
の
は
、
話
を
聞
い
て
い
る

時
の
ま
わ
り
の
人
た
ち
の
表
情
で
し
た
。
自
分
が
ど
う
発
言
す
る
か

も
大
切
で
す
が
、
人
の
話
を
い
か
に
聞
く
か
、
人
か
ら
何
を
学
ぶ
か
、

が
読
書
会
の
成
功
を
左
右
し
ま
す
。

　

以
前
に
読
ん
だ
『
プ
リ
ズ
ン
・
ブ
ッ
ク
・
ク
ラ
ブ
―
―
コ
リ
ン
ズ
・

ベ
イ
刑
務
所
読
書
会
の
一
年
』（
紀
伊
國
屋
書
店
）
で
、
あ
る
読
書

会
メ
ン
バ
ー
（
受
刑
者
）
が
語
っ
て
い
ま
す
。「
読
書
会
で
は
本
の

な
か
の
世
界
を
追
体
験
で
き
る
ん
だ
け
ど
、
そ
れ
は
ほ
か
の
メ
ン

バ
ー
の
目
を
通
し
て
な
ん
だ
。
こ
の
読
書
会
が
す
ご
く
お
も
し
ろ
い

の
は
、
自
分
で
は
気
づ
き
も
し
な
か
っ
た
点
を
ほ
か
の
や
つ
ら
が
掘

り
起
こ
し
て
く
れ
る
か
ら
さ
」
と
。

　

こ
れ
ぞ
、
読
書
会
の
本
質
を
見
事
に
言
い
あ
て
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
多
様
性
を
認
め
た
い
、
と
誰
し
も
が
言
い
ま
す
が
、
そ
の
実
、

人
の
意
見
を
否
定
す
る
と
こ
ろ
か
ら
し
か
思
考
の
立
ち
上
が
ら
な
い

人
が
結
構
い
ま
す
。「
そ
う
は
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
」「
い
や
、
そ
う

で
は
な
く
て
」
―
―
打
ち
消
す
こ
と
を
ハ
ズ
ミ
に
し
な
け
れ
ば
、
前

に
進
め
な
い
ク
セ
が
つ
い
て
い
る
よ
う
で
‥
‥
。

　

他
人
の
意
見
や
心
情
を
理
解
し
よ
う
と
近
づ
く
努
力
、
な
い
し
は

能
力
。
寛
容
さ
が
改
め
て
問
わ
れ
る
昨
今
で
あ
る
だ
け
に
、
あ
の
場

面
は
ま
さ
に
読
書
会
の
妙
味
―
―
〝
恵
み
〞
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
て

く
れ
ま
し
た
。

読
書
会
の
〝
恵
み
〞

ほ
ぼ
日
の
学
校
長
／
編
集
者　

河
野
　
通
和

こらこら

bo]

第
10
回

　雑誌スポンサー制度とは、図書館で購入している雑誌の
費用を企業や店舗、個人事業主の皆さまに負担していただき、
提供雑誌の最新号の表紙カバーにスポンサー名を、裏面に
はスポンサーが作製した広告を表示する制度です。
　今年度から中央図書館で開始しました。「年間90万人の
方が来館される」という紹介が功を奏したのか、おかげさ
まで、現在、６事業者に25誌のご協力をいただいています。
　そもそも、雑誌スポンサー制度の目的は、二つあると考
えています。一つは、企業等に雑誌資料費の一部をご負担
いただくことよって、その分の費用を他の図書資料費に充
てることができることです。もう一つは、雑誌スポンサー
制度をとおして、地域の図書館を支援するという社会貢献

活動に参加いただくことによって、図書館を身近に感じて
いただくとともに、図書館は様々な企業等を紹介するとい
う、協働の推進です。
　スポンサーの方にとっても、雑誌の読者層にターゲット
を絞った宣伝効果やスポンサーとして社会貢献活動を広く
知らせることができるのではないでしょうか。
　こうした取り組みが、これまで図書館に足を運ばなかっ
た方と図書館との新たな出会いの機会となり、しいては読
書機会の増加につながることを期待しています。来年度は、
地域図書館も加え、雑誌スポンサー制度を全館に広げます。
図書館への社会貢献活動を考えている企業や店舗、個人事
業主の皆さま、ぜひ、雑誌スポンサー制度にご参加ください。
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読
書
感
想
文
。
夏
休
み
の
嫌
い
な
宿
題
ナ
ン
バ
ー
ワ

ン
で
し
た
。
読
書
を
す
る
よ
り
も
校
庭
や
体
育
館
、
公

園
な
ど
で
身
体
を
動
か
す
こ
と
が
大
好
き
な
幼
少
期
で

し
た
。

　

転
機
は
高
校
時
代
に
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
を
始

め
、
国
内
外
の
遠
征
に
い
く
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。

移
動
時
間
を
利
用
し
て
読
書
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

本
屋
さ
ん
や
図
書
館
で
ふ
ら
ふ
ら
と
歩
き
な
が
ら
、
小

説
を
は
じ
め
ビ
ジ
ネ
ス
書
な
ど
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
目

に
留
ま
っ
た
本
を
選
び
ま
し
た
。
山
田
詠
美
さ
ん
の『
ぼ

く
は
勉
強
が
で
き
な
い
』、
東
野
圭
吾
さ
ん
の
『
手
紙
』、

唯
川
恵
さ
ん
の
『
た
め
息
の
時
間
』。
ど
の
本
も
試
合

に
向
か
う
移
動
中
に
、
競
技
と
は
全
く
異
な
る
世
界
を

見
せ
て
く
れ
た
本
で
す
。

　

競
技
を
始
め
、国
際
大
会
に
出
場
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
の
目
標
で
あ
っ
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。
念
願
か
な
っ

て
２
０
０
８
年
の
北
京
大
会
の
出
場
権
を
手
に
入
れ
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
日
本
女
子
チ
ー
ム
は
2
年
間
の

世
界
選
手
権
で
11
名
の
選
手
が
戦
い
、
３
つ
の
枠
を
獲

得
し
ま
し
た
。
そ
の
貴
重
な
１
つ
の
枠
を
使
わ
せ
て
も

ら
え
る
の
で
す
。
何
と
し
て
も
良
い
結
果
を
出
し
た
い

と
思
う
反
面
、
事
前
の
合
宿
で
は
怪
我
も
あ
り
、
思
う

よ
う
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
出
来
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

気
持
ち
ば
か
り
が
焦
る
中
、
ト
レ
ー
ナ
ー
さ
ん
が
『
ス

ラ
ム
ダ
ン
ク
』
を
貸
し
て
く
れ
ま
し
た
。
不
良
で
あ
っ

た
主
人
公
が
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に
出
会
い
チ
ー
ム
と

共
に
成
長
し
て
い
く
物
語
で
、
私
も
小
学
生
の
頃
か
ら

何
度
も
読
ん
で
い
る
作
品
で
す
。
私
は
ど
れ
だ
け

テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
使
っ
た
か
分
か
ら
な
い
程
涙
を
流
し

な
が
ら
全
て
を
読
み
返
し
ま
し
た
。「
バ
ス
ケ
が
し
た
い

で
す
」、「
左
手
は
添
え
る
だ
け
」、「
諦
め
た
ら
そ
こ
で

試
合
終
了
で
す
よ
」。
た
く
さ
ん
の
言
葉
が
自
然
と
私
の

中
に
入
っ
て
き
ま
し
た
。「
競
技
を
好
き
だ
と
い
う
気
持

ち
」、「
基
本
が
大
事
」、そ
し
て
「
諦
め
な
い
こ
と
」。『
ス

ラ
ム
ダ
ン
ク
』
に
よ
っ
て
冷
静
さ
を
取
り
戻
し
、
自
分

自
身
を
見
つ
め
直
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
や
れ
る

こ
と
に
集
中
で
き
た
お
か
げ
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
舞
台

で
は
日
本
記
録
を
樹
立
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　

本
も
一
期
一
会
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
出
会
え
る
本
を
大
切
に
、
そ
し
て
そ
の
本
か
ら

見
え
る
世
界
を
大
切
に
、
成
長
の
糧
に
し
て
い
け

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

この本カフェ
❦ Café  KONOHON ❦

〜
❦ 今回のテーマ ❦

アートする
書名  『美しき愚かものたちのタブロー』
原田マハ／著　文藝春秋　2019年
　20世紀初め、4人の愛すべき愚か者たちがいた。日本に本格的な美術館を創る
ため西洋で美術品を買い漁った松方幸次郎、専門家として彼にアドバイスした美術
史家、戦時下のパリでそのコレクションを守り抜いた部下、戦後の日仏の返還交渉
に臨んだ首相らである。
　「アート美術とは表現するものとそれを享受するものがそろってはじめて作品
になる」という、彼らが貫いた信念に心打たれると同時に、数奇な運命をたどった
モネ、ゴッホのタブロー絵画やその他多数の美術品を日本で鑑賞できるのは幸せ
であり、平和な世に感謝。  【辻 宏子 （つじ ひろこ）】

書名  『アウシュヴィッツの音楽隊』 ※
シモン・ラックス ルネ・クーディ／著　大久保喬樹／訳　音楽之友社　2009年
　「お前たちの中に、音楽家はいるか？」。収容所に連れて来られて間もなく、
シモン・ラックスは点呼でどなり声を聞く。そして音楽家の彼は音楽隊に加わる。
日々何千という人間を殺していくドイツ人親衛隊ですら、音楽を途方もなく熱
愛し、音楽を通じ収容者たちと肉親のように交わり、普通の人間に立ち戻る。
音楽隊は限りない死の脅威に晒されながら、音楽という一筋の絆によって奇跡
的に生き延びていく。
　人間にとって音楽とは何か。親衛隊の音楽は救いの光なのか、音楽に対する
冒涜か。色々な問いに迫られる衝撃の物語である。  【久保田 仁 （くぼた じん）】

書名  『 好きなのに』 ※
桃井和馬／文　岡本理絵／絵　東海教育研究所　2004年
　さみしいナマズは水の底。サワサワメダカはたのしそう。おともだちになりたくて　
いっしょにいたいだけなのに　メダカさんたち逃げてゆく。夜中はナマズのごはんの
時間。ごちそうたくさんまんぷくおなか。朝のお散歩　メダカが少ない。
　さみしいなみだがとまらない。あふれたなみだは空に向かって　かなしいなみだ
はいのちの光のかがやきに。降りそそいで　あたらしい　いのちの目ざめ。つらなる　
くりかえされる　いのちのふしぎ。  【砂塚 寛子 （すなづか ひろこ）】
※『アウシュビィッツの音楽隊』と『好きなのに』は豊島区立図書館に所蔵がありません。

寄稿者はとしまコミュニティ大学の内、登録して学んでいる「マナビト生」です。マナビトゼミ担当の人類学者佐藤壮広氏
の監修のもと、毎回テーマに合わせて文学、児童書、科学や評論などの分野のお薦め本を1冊紹介しています。

19杯目

　「表現しきれないものが有る」ということを示すのも、芸術やアートと呼ばれ
る営みの大切な部分。だから表現には終わりがない。もちろん、それについて
書かれた本を読むことにも、終わりはない。本を読むことは、アートすること。
どうぞ読書とアートの秋を！

自
分
を
見
つ
め
直
す

早稲田大学大学院　修士課程1年生

齋藤　里香（さいとう  りか）
京都府舞鶴市出身。陸上競技部に
所属していた中学時代にウエイトリ
フティングと出会い、高校進学と
同時に競技転向。2008年北京オ
リンピック6位入賞。
現在は大学院にて研究活動を行い
ながら、アンチ・ドーピング活動にも従事している。

■
ス
ラ
ム
ダ
ン
ク

　

井
上
雄
彦
／
著　

ジ
ャ
ン
プ
コ
ミ
ッ
ク
ス

　

集
英
社　

１
９
９
１
年

生涯の一冊（53）
～オリンピアン・パラリンピアンが選ぶ1冊～

鉄道に夢を乗せて、新たに出発する図書館

図書館と私40 
上池袋図書館　館長
中納　郁哉

　今年の4月に赴任した上池袋図書館は、旧国
鉄池袋電車区跡地に平成5年に開館した上池袋
さくら公園に隣接した洋館風の建物である。住
宅地の一角に公園の風景に同化した静かなたた
ずまいの図書館である。

　施設設立の経緯からか、当館のテーマは ｢鉄
道｣ である。今も図書館の裏手はＪＲの操車場
である。鉄道といえば、旅がつきものであるが、
10年ほど前山形に住んでいたころ、立石寺が近
く、よく美しい山並みを見たくて石段を登った。
その後福島の新白河にも縁があり、駅には松尾
芭蕉の像があるように、どちらも「奥の細道」
のゆかりの地である。
　自然に興味を持つようになり、今で言うシニ
ア世代での松尾芭蕉の2400キロにも及ぶ旅への
バイタリティーに大いに感心し、愛読書になっ
た。旅はどの時代、どの世代にとっても日常と
は違う経験をさせてくれるものであり、その手

段としての鉄道は、大きな存在である。
　現在、当館の２階の一角に『鉄道コーナー』
を設けており、鉄道の資料の充実に努めている
が、今後は、鉄道の歴史の過去から現在までの
地域での貴重な資料の収集・電子化保存や、旅
をテーマにした特別展示、鉄道の様々な楽しみ
方（毎年、鉄道映画会、子ども向けの鉄道工作
会は開催して好評を得ている。さらに、乗り鉄、
時刻表の読み方、俳句の詠まれた場所と鉄道な
ど）の情報発信や企画を、少しずつでも増やし
ていきたい。
　また、オリンピック・パラリンピック開催で
の外国人観光客の増加も見据えた、多文化資料
の充実とスタッフのコミュニケーション力向上
や、SDGs(持続可能な開発目標)を考えるテー
マ展示も構想している。
　令和の新しい時代を迎えて、地域の図書館と
しての特徴を出しながらも、時代ニーズに対応
して常に変化していきたいと夢見ている。
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〈
著
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

昭
和
29
年
６
月
東
京
生
ま
れ
。
日
本
女
子
大
学
卒
業
後
、
サ
ン

ケ
イ
リ
ビ
ン
グ
新
聞
社
入
社
。
２
０
０
４
年
退
職
後
（
株
）
吉

田
事
務
所
設
立
。
取
材
・
執
筆
活
動
を
す
る
。
現
在
、
豊
島
区

に
お
い
て
は
豊
島
区
図
書
館
専
門
研
究
員
の
他
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
と
し
ま
の
記
憶
」
を
つ
な
ぐ
会
の
副
代
表
理
事
を
務
め
る

第
３
回
　
少
年
が
見
た 

池
袋
ヤ
ミ
市

 

吉
田 

い
ち
子
（
よ
し
だ
・
い
ち
こ
）

池
袋
と
ヤ
ミ
市
（
全
４
回
）

　

２
０
１
８
年
10
月
20
日
、
11
月
3
日
に
、

中
央
図
書
館
・
地
域
文
化
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
「
池

袋
の
ヤ
ミ
市
」
（
講
師
・
東
京
理
科
大
学
助

教
・
石
榑
督
和
氏
）
を
実
施
し
た
。
戦
後
復

興
の
中
、
巨
大
商
業
都
市
の
発
展
の
源
に

あ
っ
た
こ
う
し
た
ヤ
ミ
市
の
存
在
に
注
目
し

た
。
2
日
間
と
も
満
席
で
ヤ
ミ
市
の
関
心
の

高
さ
を
知
っ
た
。

　

私
は
現
在
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
と
し
ま
の
記

憶
」
を
つ
な
ぐ
会
の
活
動
で
、
戦
前
、
戦
中
、

戦
後
の
生
活
の
動
画
を
４
０
０
本
程
収
録
し

て
い
る
。
中
で
も
ヤ
ミ
市
に
関
し
て
、
語
り

部
の
方
々
は
「
と
て
も
買
え
な
い
高
級
な
万

年
筆
が
売
ら
れ
て
い
た
。
ヤ
ミ
市
に
は
な
い

も
の
は
な
か
っ
た
！
」
と
い
う
。
羨
望
に
も

似
た
声
を
聞
く
こ
と
が
あ
る
。
そ
ん
な
中
、

実
際
に
池
袋
の
ヤ
ミ
市
で
商
売
の
手
伝
い
を

し
て
い
た
と
い
う
藤
原
常
喜
さ
ん
（
85
）
の
話

は
実
に
貴
重
で
あ
る
。

　

昭
和
20
年
の
11
月
、
タ
イ
の
チ
ェ
ン
マ
イ

で
通
信
士
を
し
て
い
た
義
兄
・
外
村
良
三
さ

ん
は
復
員
し
た
。
戦
前
、
戸
塚
2
丁
目
（
新

宿
区
）
で
古
物
商
を
し
て
お
り
商
売
な
れ
は

し
て
い
た
。
そ
ん
な
こ
と
も
あ
り
池
袋
の
東

口
の
ヤ
ミ
市
で
商
売
を
始
め
る
。
農
家
へ
商

品
を
仕
入
れ
に
行
く
。
よ
く
映
画
や
ド
ラ
マ

で
は
着
物
を
米
や
野
菜
と
交
換
す
る
シ
ー
ン

が
あ
る
が
、
良
三
さ
ん
が
仕
入
れ
た
の
は
写

真
機
、
双
眼
鏡
、
顕
微
鏡
な
ど
。
お
客
さ
ん

の
殆
ど
は
進
駐
軍
の
兵
士
で
あ
り
、
中
で
も

写
真
機
は
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
た
と
い
う
。「
光

学
類
は
貴
重
な
売
り
物
だ
か
ら
丁
寧
に
扱
う

よ
う
に
」
と
厳
し
く
言
わ
れ
た
藤
原
さ
ん

は
、
商
品
を
し
っ
か
り
風
呂
敷
に
包
み
「
さ

ん
だ
ら
ぼ
っ
ち
」
（
注
）
で
保
護
し
て
自
転

車
に
の
せ
、
椎
名
町
4
丁
目
か
ら
ヤ
ミ
市
へ

通
う
。
路
上
に
さ
ん
だ
ら
ぼ
っ
ち
を
並
べ
、

そ
の
上
に
商
品
を
陳
列
し
た
。
「
義
兄
は
英

語
を
話
せ
て
進
駐
軍
と
値
段
の
交
渉
も
巧
み

だ
っ
た
」
と
。
そ
し
て
傍
ら
に
い
る
華
や
か

な
女
性
た
ち
と
の
や
り
取
り
の
通
訳
も
し

た
。
そ
ん
な
大
人
た
ち
の
光
景
は
10
代
の
少

年
に
と
っ
て
は
か
な
り
印
象
深
い
も
の
だ
っ

た
と
い
う
。

　

昭
和
21
年
の
暮
れ
に
西
口
へ
。
「
今
の
ウ

イ
ロ
ー
ド
近
く
で
商
売
を
し
て
新
興
マ
ー

ケ
ッ
ト
へ
移
っ
た
」
そ
う
で
、
そ
こ
は
屋
根

付
き
の
四
畳
半
と
土
間
が
あ
り
、
兄
夫
婦
は

寝
泊
ま
り
も
し
た
。
土
間
に
は
商
品
を
置

い
た
。
そ
の
頃
は
人
気
の
写
真
機
な
ど
の

他
、
バ
イ
オ
リ
ン
、
バ
ン
ド
ネ
オ
ン
（
蛇
腹

楽
器
）
、
ピ
ッ
コ
ロ
な
ど
楽
器
も
仕
入
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
農
家
へ
頻
繁
に
行
く
良
三

さ
ん
は
藤
原
さ
ん
に
「
場
所
代
」
を
紙
に
包

ん
で
渡
す
。
そ
れ
を
緊
張
し
な
が
ら
握
り
し

め
て
い
た
と
い
う
が
、
朝
に
渡
し
た
に
も
関

わ
ら
ず
昼
に
も
ま
た
来
る
と
い
っ
た
ト
ラ
ブ

ル
は
絶
え
な
か
っ
た
と
い
う
。
蓄
え
も
で
き

て
、
戸
塚
2
丁
目
に
戻
っ
て
商
売
を
再
開
し

た
の
は
昭
和
25
年
6
月
の
こ
と
だ
っ
た
。

注
：
さ
ん
だ
ら
ぼ
っ
ち
「
桟
俵
法
師
」
。
円
筒
形
を

し
て
い
る
米
俵
を
立
て
た
と
き
、
底
と
天
井

に
あ
た
る
蓋
の
役
目
を
す
る
部
品
。
藁
で
作

ら
れ
て
い
る
。

シ
リ
ー
ズ
（
全
４
回
）

東
ア
ジ
ア
文
化
都
市

 
２
０
１
９
豊
島

 

第
３
回　

 

世
界
が
こ
ん
な
に
狭
く
な
っ
た

今
だ
か
ら
こ
そ
！

 

東
ア
ジ
ア
文
化
都
市
２
０
１
９
豊
島

マ
ン
ガ
・
ア
ニ
メ
部
門
総
合
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

 

古
川　

タ
ク

今
こ
そ
文
化
交
流
を
力
に

　

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
東
ア
ジ
ア
文
化
都

市
２
０
１
９
豊
島
で
マ
ン
ガ
・
ア
ニ
メ
部
門
の
総

合
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
務
め
て
い
る
古
川
タ
ク
で
す
。

文
化
っ
て
な
ん
で
し
ょ
う
か
？　

ボ
ク
の
場
合
は

戦
後
の
そ
れ
こ
そ
文
化
の
か
け
ら
も
な
か
っ
た
5
歳

の
頃
に
、
兄
に
も
ら
っ
た
手
塚
治
虫
の
デ
ビ
ュ
ー

作
の
漫
画
に
心
を
奪
わ
れ
た
の
が
全
て
の
始
ま
り

で
し
た
。
あ
と
は
ラ
ジ
オ
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
を
始
め
と
す
る
映
画
、
少
年
雑
誌
で

知
る
世
界
の
豆
知
識
や
連
載
マ
ン
ガ
、
毎
月
ド
キ

ド
キ
わ
く
わ
く
し
な
が
ら
組
立
て
た
粗
悪
な
が
ら

丁
寧
に
工
夫
さ
れ
た
ボ
ー
ル
紙
の
付
録
の
工
作
な

ど
か
ら
始
ま
っ
て
日
本
の
高
度
成
長
期
か
ら
バ
ブ

ル
、
低
成
長
期
、
現
在
に
至
る
ま
で
の
文
化
の
移

ろ
い
を
ず
っ
と
見
聞
し
、
体
験
し
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
世
の
中
と
い
う
も
の
は
少
年
雑
誌
の
見
開

き
の
パ
ノ
ラ
マ
画
の
よ
う
に
未
来
は
常
に
輝
か
し

く
発
展
す
る
も
の
で
も
な
い
こ
と
も
知
ら
さ
れ
ま

し
た
。

　

全
て
は
時
代
の
波
の
中
に
取
り
込
ま
れ
て
寄
せ

て
は
返
し
、
い
つ
の
ま
に
か
何
事
も
な
か
っ
た
よ

う
な
状
態
に
な
っ
て
、
ま
た
ポ
ツ
リ
、
ポ
ツ
リ
、

と
次
の
何
か
が
始
ま
っ
て
い
く
。
そ
し
て
何
よ
り

も
戦
争
が
な
い
世
の
中
、
こ
れ
こ
そ
が
一
番
大
事

な
こ
と
で
、
世
界
中
の
人
間
が
お
互
い
の
異
な
る

文
化
を
享
受
し
な
が
ら
仲
良
く
平
和
な
世
界
を
目

指
し
て
い
く
の
は
民
意
の
レ
ベ
ル
で
は
そ
ん
な
に

難
し
い
こ
と
で
は
な
い
と
、
年
を
重
ね
て
き
た
今

こ
そ
、
思
い
始
め
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
書
物
、

音
楽
、
マ
ン
ガ
、
ア
ニ
メ
、
ゲ
ー
ム
、
演
劇
、
映

画
、
な
ど
が
役
に
立
つ
な
ら
こ
ん
な
嬉
し
い
こ
と

は
な
い
し
、
世
界
が
こ
ん
な
に
狭
く
な
っ
た
今
こ

そ
文
化
交
流
の
力
が
発
揮
さ
れ
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。

ボ
ク
ら
は
通
じ
合
え
る

　

4
月
に
催
さ
れ
た
「
と
し
マ
ン
ガ
と
し
ア
ニ
メ

キ
ャ
ラ
バ
ンV

O
L.01

」
イ
ベ
ン
ト
の
「
日
本
・

中
国
・
韓
国
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
上
映
＆
ト
ー
ク
」

の
ゲ
ス
ト
と
し
て
中
国
か
ら
チ
ェ
ン
・
シ
ー
監
督
、

韓
国
か
ら
チ
ャ
ン
・
ヒ
ョ
ン
ユ
ン
監
督
が
駆
け
つ

け
て
く
れ
ま
し
た
。

　

3
人
で
池
袋
の
街
を
ブ
ラ
ブ
ラ
歩
い
た
。

チ
ェ
ン
監
督
が
ポ
ツ
リ
と
一
言
「
北
京
じ
ゃ
こ

ん
な
に
青
く
澄
ん
だ
空
は
滅
多
に
見
ら
れ
な

い
。」
チ
ャ
ン
監
督
も
「
ソ
ウ
ル
も
同
じ
で
、

空
気
が
も
っ
と
冷
た
い
、」
と
続
け
た
後
、

「
ど
う
し
て
、
こ
ん
な
お
ぼ
つ
か
な
い
ア
ジ
ア

英
語
な
の
に
ボ
ク
ら
っ
て
気
持
ち
が
十
分
通
じ

る
の
だ
ろ
う
？
」
と
言
っ
た
。

「
い
や
西
洋
の
人
た
ち
に
は
流
暢
な
英
語
で
応

対
し
な
き
ゃ
と
い
う
潜
在
的
な
言
葉
コ
ン
プ

レ
ッ
ク
ス
が
あ
る
の
じ
ゃ
な
い
か
？
」

「
イ
ヤ
イ
ヤ
そ
れ
以
前
に
ボ
ク
ら
の
体
と
心
に

は
通
じ
合
え
る
共
通
遺
伝
子
が
刷
り
込
ま
れ
て

い
る
？ 

…
…
」

あ
ー
だ　

こ
ー
だ
！　

と
話
し
が
止
ま
ら
な
い
。

　

初
対
面
で
は
な
い
が
、
久
し
ぶ
り
に
会
っ
た

人
た
ち
と
の
会
話
と
い
う
よ
り
は
い
き
な
り
昨

日
の
続
き
の
よ
う
な
感
じ
だ
。
お
二
人
と
も
ボ

ク
の
息
子
や
娘
の
世
代
だ
。
昨
今
は
何
か
と
こ

の
地
域
を
巡
っ
て
の
ト
ラ
ブ
ル
も
多
い
。
い
や
、

ち
ょ
っ
と
多
過
ぎ
る
。

　

そ
れ
で
も
文
化
交
流
は
大
切
な
の
で
す
。

平
和
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

　

5
月
に
大
阪
で
中
国
ア
ニ
メ
漫
画
の
紹
介
イ
ベ

ン
ト
が
あ
り
、
30
数
年
ぶ
り
に
旧
上
海
美
術
映
画

製
作
所
の
旧
友
た
ち
と
再
会
し
ま
し
た
。
１
９
８

０
年
に
手
塚
治
虫
団
長
以
下
日
本
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
協
会
有
志
で
北
京
、
上
海
を
訪
れ
た
の
が
友
好

の
始
ま
り
で
し
た
。

　

北
京
で
は
当
時
の
中
日
友
好
協
会
の
廖
承
志
会

長
に
人
民
大
会
堂
で
お
目
に
か
か
っ
て
こ
の
領
域

で
の
文
化
交
流
を
誓
っ
た
の
だ
が
、
40
年
の
時
を

経
て
来
日
さ
れ
た
メ
ン
バ
ー
の
中
に
、
な
ん
と
廖

承
志
さ
ん
の
お
孫
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

今
話
題
の
中
国
屈
指
の
動
画
サ
イ
ト
の
社
長
さ
ん

で
し
た
。
ボ
ク
は
思
わ
ず
呼
び
止
め
て
「
昔
、
手

塚
先
生
た
ち
と
お
祖
父
さ
ん
に
お
目
に
か
か
り
ま

し
た
。」と
挨
拶
し
ま
し
た
。
時
の
流
れ
と
い
う
か
、

お
孫
さ
ん
世
代
の
中
国
で
の
こ
の
分
野
の
隆
盛
ぶ

り
も
伺
え
て
、
手
塚
先
生
が
ご
存
命
だ
っ
た
ら
ど

ん
な
気
持
ち
に
な
っ
た
だ
ろ
う
と
改
め
て
思
い
ま

し
た
。

　

東
ア
ジ
ア
文
化
都
市
２
０
１
９
豊
島
が
終
わ
っ

た
後
も
豊
島
区
は
国
際
ア
ー
ト
・
カ
ル
チ
ャ
ー
都

市
を
目
指
す
と
聞
い
て
い
ま
す
。
文
化
の
交
流
こ

そ
平
和
な
ま
ち
づ
く
り
の
柱
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

古
川
　
タ
ク
（
ふ
る
か
わ
・
た
く
）

1
9
7
0
年
代
よ
り
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

作
家
と
し
て
活
動
。
1
9
7
6
年
「
驚
き
盤
」
ア
ヌ
シ
ー
国
際

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
祭
審
査
委
員
特
別
賞
、
1
9
7
9
年

「
ザ
・
タ
ク
ン
ユ
ー
モ
ア
」
文
藝
春
秋
漫
画
賞
。
2
0
1
5
年

漫
画
「
リ
ト
ル
T
の
冒
険
」（
福
音
館
書
店
）
他
。

東アジア文化都市2019豊島マンガ・アニメ
部門スペシャル事業「としマンガとしアニメ
キャラバン VOL.01」の様子

東アジア文化都市2019豊島プロモーション
映像より　ILLUSTRATION：久野遥子

マ
ン
ガ
・
ア
ニ
メ
区
役
所

「
マ
ン
ガ
の
マ
ン
ガ
展
」
〜
過
去
と
現
在
、
描
き
手
と
読
み
手
〜

マ
ン
ガ
・
ア
ニ
メ
の
楽
し
み
方
を
提
案
す
る
特
集
展
示
や
日
本
・

中
国
・
韓
国
の
作
家
特
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

８
月
８
日（
木
） 

〜 

11
月
24
日（
日
）

会
場
／
豊
島
区
役
所
本
庁
舎
４
Ｆ
ま
る
ご
と
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム　

入
場
無
料

　
　
　

平
日
・
土
日　

8
時
30
分 

〜 

17
時
15
分

※ 

祝
日
・
臨
時
閉
庁
日
を
除
く　

但
し
11
月
3
日
、
23
日
は
開
庁
し
ま
す
。
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毎週、本の読み聞かせなどのイベントを行っています。遊びに来てくださいね。

各図書館の
連絡先

□中 央 図 書 館　3983-7861
□駒 込 図 書 館　3940-5751
□巣 鴨 図 書 館　3910-3608
□上池袋図書館　3940-1779

□池 袋 図 書 館　3985-7981
□目 白 図 書 館　3950-7121
□千 早 図 書 館　3955-8361
□雑司が谷図書貸出コーナー　3590-1335

編集後記

10　

月

開
館
時
間

12　

月

中央図書館
平　日　午前10時～午後10時
土日祝　午前10時～午後 6 時

日 月 火 水 木 金 土

◯は土日祝の開館時間　
■は休館日

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

11　

月

駒込・上池袋・千早図書館
● 駒込・上池袋 ●

平　日　午前9時～午後8時
土日祝　午前9時～午後6時

● 千早 ●
平　日　午前9時～午後7時
土日祝　午前9時～午後6時

日 月 火 水 木 金 土

巣鴨・池袋・目白図書館
● 巣鴨 ●

平　日　午前9時～午後7時
土日祝　午前9時～午後6時

● 池袋・目白 ●
平　日　午前9時～午後8時
土日祝　午前9時～午後6時

日 月 火 水 木 金 土

雑司が谷図書貸出コーナー
平　日　午前10時～午後7時
土日祝　午前10時～午後5時

日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

※駒込図書館は、平日は、午前８時から資料の返却と、予約資料の受取りができます。

『図書館通信』は豊島区公式ホームページに掲載しています。　https://www.city.toshima.lg.jp/bunka/shogai/toshokan/kankobutsu/index.html

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

　11月 9日の文学講座「読んで観る！映像・舞台原作の世界」は、図書館とあうるスポット「能でよむ」のコラボ企画です
お楽しみに！（狩）
　11 月の東京建物 Brillia HALL オープンをはじめ秋は文化イベントが盛りだくさんです。豊島区で芸術の秋をお楽しみ
ください。（小）

1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

中央図書館展示
5階特別展示
東アジア文化都市2019豊島～秋のコア期間
期間  9月28日～11月21日
　西域を経て中国、韓国、日本へと伝わってきた染色に
ついて展示します。
展示協力：伊豆原月絵氏（日本大学理工学部教授）

4階特集コーナー
期間  9月28日～10月24日
　目白まちづくりフォーラム「宮崎滔天を知る」が10月
5日(土)にデサント東京本社で開催されます。図書館で
は関連資料を展示しています。

池袋図書館  ビブリオバトル
日時　11月17日（日）　午後2時～3時30分
対象　一般（中学生）
定員　バトラー8人、観覧者40人
問合せ　池袋図書館　電話 3985-7981
　　　　　　　　　　FAX 3985-7486

◉講演会
「トキワ荘に暮らしたマンガ家たちとその町」
日時　11月10日（日）　午後1時30分～3時30分
講師　豊田善敬 氏　（としま案内人長崎町・会長）
定員　50名　（10月2日（水） 午前9時～  申込受付）

◉ 講演会

「令和初のお正月！
和食で楽しく美味しくすこやかに！」
日時　12月7日（土）　午前10時30分～12時
講師　新井麻子 氏　（女子栄養大学生涯学習講師）
定員　50名　（11月1日（金） 午前9時～  申込受付）

◎  千
ち は や し ん ぽ じ う む

早 進 歩 自 由 夢  ◎
◉語り「令和まで生きて－語る・演じる・読む－」
【日時】　10月19日（土）　午後２時～４時
【内容】　太宰治「女賊」と篠田鉱造『幕末明治女百話』から。
【会場】　千早図書館　視聴覚室
【講師】　阿部寿美子氏（俳優）
【定員】　40名　　予約不要。先着順。

会場　千早図書館　視聴覚室
問合せ・申込 千早図書館　電話 3955-8361
 FAX 3955-8785 または 直接来館

図書館システム入れ替えのため年末12月29日（日）から令和2年1月13日（月）まで全図書館
が休館します。期間中は貸出、予約受付、図書館ホームページの閲覧はできません。ご迷惑を
おかけしますがご理解のほどよろしくお願いします。

文学講座 （後期・全4回）
～読んで観る！映像・舞台原作の世界～
講師　 後藤隆基氏（早稲田大学演劇博物館助教）
日時　 11月9日(土)、12月14日(土)、1月18日(土)、

2月8日(土)　午前10時～12時
会場　 初回はあうるすぽっとホワイエにて。

２回目以降は中央図書館5階　会議室
申込　電話・FAX・メール・直接来館
定員　35名（10月1日（火） 午前10時～ 申込受付）
その他　参加無料、課題本は各自用意してください。

第1回課題本…『夢十夜（第三夜）』（夏目漱石／著）
問合せ　中央図書館企画調整グループ

電話 3983-7861　FAX 3983-9904
メール A0027900＠city.toshima.lg.jp

★10月27日は文字・活字文化の日 ～おはなし会のご案内～★
　知的で心豊かな国民生活及び活力ある社会の実現を目指して、
平成17年7月に文字・活字文化振興法が制定されました。それに
伴い、10月27日を“文字・活字文化の日”と定め、様々な取組み
を行ないます。
　今年度は、東アジア文化都市2019が開催されていることもあり、
巣鴨図書館と千早図書館は隣国韓国に関する絵本の読みきかせ、
手遊び、民俗衣装の紹介も行います。 

主催／会場
おはなし会開催日 スペシャルイベント

幼児・小学生 あかちゃん 10月 11月 12月

中央図書館
児童コーナー
(※印は会議室)

日曜日
14:00

最終日曜日
10:30
11:30

☆20日・スペシャルおはなし会　14:00～14:30
●26日・大人向けナイトガイドツアー※
　18:15～19:30　要申込

★30日・豊島岡女子学園おはなし会
　13:30～14:00

★8日・0・1・2冬のスペシャルおはなし会※
　11:00～11:30
★15日・冬のスペシャルおはなし会※
　14:00～15:00

駒込図書館
こまちゃんのへや
(※印は
地域文化創造館)

土曜日
14:30

第1水曜日
11:00※

☆5日・秋スペシャルおはなし会※ 14:30～15:15
●20日・子育て＆マネーお勉強会※
　10:00～12:00　要申込  9月21日～

●10日・名所ツアー「駒込界隈  文学散歩」
　13:00～15:00　要申込  10月21日～ ★14日・クリスマススペシャル※  14:30～15:15

巣鴨図書館
地下会議室

水曜日
15:30

第3火曜日
11:00

☆16日・スペシャルおはなし会　韓国絵本ほか
　15:30～16:00 ★29日・えいがかい　15:30～16:00

★11日・冬のスペシャルお話し会
　15:30～16:00
★17日・冬のスペシャルお話し会（乳児）
　11:00～11:30

上池袋図書館
おはなしの部屋
（※印は地下ホール）

水曜日
15:00

最終水曜日
11:00※

★12日・ダンボールで電車作り※　14:00～15:30
●19日・鉄道映画会※　14:00～15:50
★26日・親子で楽しむ映画会※　14:00～14:30
☆27日・スペシャルおはなし会※　15:00～15:30

★4日・しかけ絵本教室※　14:00～16:00
●10日・バリアフリー映画会※　13:30～15:30
★23日・親子で楽しむ映画会※　14:00～14:30
●30日・クリスマスリース作り※　14:00～15:30

●7日・冬のシネマ※　14:00～15:50
★21日・クリスマススペシャル※　15:00～15:30

池袋図書館
ワークルーム
（※印は区民集会室）

土曜日
14:30

第1水曜日
11:00

●6日・終活講座※　14:30～16:00
●13日・イクメン読み聞かせ講座　14:00～15:00
●21日・ハンドメイド倶楽部※　10:00～12:00

●13日・読みきかせ講座※　10:30～12:00
●16日・わらべうた講座※　10:30～、11:15～
●18日・俳句会※　10:00～12:00
★30日・かがくのほん！※　14:30～15:30

●16日・ハンドメイド倶楽部※　10:00～12:00
★21日・クリスマス会　14:30～15:30

目白図書館
地下区民集会室

水曜日
15:00

第1水曜日
14:00

●17日/24日/31日・俳句入門講座
　10:00～12:00
★23日・目白アート散歩　10:00～12:30
★24日・ぬいぐるみお泊まり会
☆26日・ことばであそぼう　15:00～16:00

●14日/21日・俳句初級講座 （準備編）
　10:00～12:00
★23日・クリスマス工作会　14:00～15:30

★14日・クリスマスのおはなし会　14:00～15:00

千早図書館
視聴覚室

水曜日
（第3水曜日除く）

15:30

水曜日
10:30

☆20日・スペシャルおはなし会韓国絵本ほか
　15:30～16:00 ★17日・おたのしみ会　15:30～16:00 ★15日・冬のスペシャルおはなし会　15:30～16:00

日程・会場等が変更になることがあります。事前にお問合せください。

休館のお知らせ

☆グローバルおはなし会☆
　文字活字文化の日と東アジア文化都市2019豊島に因み、
中国・韓国の留学生をお招きしたおはなし会を行います。
日時　10月26日（土）　午後2時30分～3時30分
会場　池袋図書館
協力　大正大学


